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S31a MAGICのガンマ線観測に基づく電波銀河M87コアの多波長放射モデル
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MAGIC collaboration

2012年から 2015年にかけて、静穏時の電波銀河M87を大気チェレンコフ望遠鏡MAGICによって観測した。
100GeV–1 TeVのガンマ線スペクトルは光子指数−2.49± 0.07 の冪乗で近似でき、300GeV以上での光子フラッ
クスは (1.42± 0.13)× 10−12 cm−2 s−1であった。スペクトルは同時期に観測した Fermi-LATのデータとスムー
ズに繋がった形を見せた。
我々は Fermi-LATに加え、Chandra、HST、EVN及びVLBAのデータを用い、M87のコアの多波長スペクト

ルのモデルを考察した。ここではローレンツ因子が Γ = 3、開口角が 1/Γのジェットを考え、見込み角 15◦で観
測していると仮定した。この定常流中にBroken power-lawの電子を注入することで、全体のスペクトルが再現で
きるかテストした。その結果、電波からTeVガンマ線領域までをこの 1つのジェットからの放射で再現すること
に成功した。得られた磁場は非常に弱いものとなり、先行研究における、シンクロトロン自己吸収の議論から決
められた磁場とは大きく異なる結果となった。ジェットの根元が磁場優勢であったとしても、数百シュヴァルツ
シルト半径の距離に対応する放射領域に達するまでに、磁場エネルギーが急激に減少しなくてはならないことを
意味している。


